
｝磁

哲
礁
蟹
撹
　
第
脇
門
十
一
號

　　

@　

@　

@
朝
永
三
十
郎
専

明
治
四
年
（
一
八
七
　
年
）

　
二
月
玉
臼
、
肥
晶
剛
國
大
平
礁
（
長
崎
縣
策
破
杵
郡
川
棚
村
掌
石
木
郷
）
に

　
欝
大
村
藩
士
遡
永
甚
次
郎
の
三
男
と
し
て
繊
鑑
。
父
は
後
に
學
鰐
領
布

　
に
よ
る
醗
地
初
代
小
離
綾
長
と
な
る
。

明
治
十
五
隼
（
～
八
八
二
年
）
十
二
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
母
、
癒
去
す
。
こ
の
頃
よ
り
漢
字
熟
に
議
ひ
始
む
。

明
治
二
十
隼
（
一
八
八
七
年
）
十
七
歳
　
　
　
．

　
大
腿
痴
雌
第
二
凶
年
修
了
と
と
塩
に
上
京
、
共
立
巾
學
（
後
の
開
成
申

　
離
）
に
入
鍛
。
傍
ら
エ
ス
ト
レ
イ
キ
の
私
塾
に
懸
ひ
、
英
語
を
難
ぶ
。

、
後
に
、
葉
点
英
就
随
醗
鯵
豚
（
後
の
謡
本
幽
・
學
）
に
献
N
じ
、
　
二
十
ゆ
舜
繕
…
、
志

　
賀
重
昂
、
齊
藤
単
三
郎
等
に
學
ぶ
。

愚
亭
二
十
二
年
（
～
八
八
九
年
）
十
九
歳

　
九
月
、
第
藤
同
導
車
學
検
（
後
の
第
一
高
等
學
校
、
熱
時
玉
手
制
）
に

　
入
曲
掌
。
　
同
韓
豚
地
霊
く
隠
甲
撫
鞭
一
幕
下
官
尉
歯
口
村
雲
…
一
一
一
の
影
脚
質
に
・
よ
り
、
　
カ
ー
ラ
イ

　
ル
を
璽
魏
し
、
哲
學
に
蒜
す
。
父
、
漸
　
織
す
。

明
治
二
十
八
隼
（
｝
八
九
五
年
）
二
十
五
歳

　
九
越
．
帝
隅
大
際
｝
（
羅
十
年
、
醸
京
密
騰
大
離
と
改
総
∵
文
擬
　
大
謄
に

　
入
騰
丁
、
斬
滅
町
・
哲
腿
由
択
（
西
W
禅
哲
腿
r
）
満
廷
黛
・
攻
。
ケ
董
ベ
ル
、
井
上
哲
次

　
郎
、
元
良
雄
次
錦
、
申
島
望
事
等
の
認
簸
擾
に
學
ぶ
。
長
兄
観
望
蕉
三

　
（
後
年
、
窟
都
大
穆
工
駆
部
長
）
宅
に
偶
居
し
、
學
費
朗
難
の
た
め
麺

　
凝
の
傍
ら
、
・
蕉
璃
英
語
蹴
楼
に
歎
鞭
を
と
る
。

士
古
年
不

一
〇
鱗

明
治
三
十
一
寒
（
一
八
九
八
年
）
二
十
八
歳

　
七
月
、
同
大
脳
を
寒
業
。
九
月
、
眞
宗
大
差
（
京
郡
高
倉
、
閥
年
舗
導

門
謄
校
）
勲
授
と
な
り
、
哲
雛
、
哲
學
史
、
倫
理
學
、
心
理
學
等
を
譲

　
ず
。

明
治
三
十
瞬
隼
二
九
〇
一
年
）
三
十
一
歳

　
眞
宗
大
學
が
東
京
集
鴨
に
移
韓
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
と
菅
を
と
承
に

　
し
、
哲
學
概
論
、
哲
猿
史
謙
譲
腿
ず
。
こ
の
購
代
、
漉
源
継
欝
．
項
川
了

　
爾
螺
・
に
接
し
、
深
い
感
銘
を
受
く
。
ま
た
鰐
ら
、
環
窟
高
等
師
範
腿
校

　
に
お
い
て
哲
墨
史
を
講
ず
ゆ

明
治
三
十
五
隼
（
一
九
〇
二
隼
）
　
二
十
二
歳

　
滋
月
二
十
五
日
、
大
枝
華
瀬
（
よ
し
と
み
）
長
女
秀
予
と
結
婚
す
。
薪

　
屠
．
耀
京
市
小
贋
瑚
匿
大
塚
仲
町
。
十
一
月
、
　
門
哲
駆
綱
要
晶
を
賓
交

　
糖
よ
り
塗
輿
。

明
治
三
十
六
隼
（
～
九
〇
三
年
）
三
十
三
歳

　
一
月
十
工
臼
、
畏
罰
し
づ
子
生
ま
る
。

明
治
三
十
七
錘
（
一
九
〇
醐
年
）
一
…
…
十
烈
哉

　
十
二
月
、
　
門
、
哲
膜
鯨
典
．
を
實
文
鰭
よ
り
翫
版
。

明
治
三
十
九
卑
（
一
九
〇
奪
還
）
三
十
六
歳

　
一
蘭
月
三
十
榊
磁
、
鰻
騰
振
一
郎
鋲
ま
る
。

明
治
瞬
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
三
十
七
歳

　
瓢
薄
、
　
一
哲
隅
と
人
生
㌔
を
隆
文
館
よ
り
出
版
。
七
月
十
七
曝
、
京
都



沁鍔

　
帝
國
大
信
交
科
大
戸
動
数
授
（
哲
墨
・
暫
狸
史
）
就
任
。
し
げ
ら
く
下

　
鴨
に
暦
生
し
、
後
、
騎
織
叢
へ
術
鰭
棄
に
戯
　
牌
ず
。

明
治
四
十
闘
隼
（
一
九
〇
八
年
）
三
十
八
歳

　
二
月
六
豫
、
次
男
陽
＝
郎
盤
ま
る
。

明
治
四
十
二
隼
（
一
九
〇
九
年
）
三
十
九
歳

　
九
月
、
　
轡
．
人
絡
の
哲
腿
と
趨
人
格
の
哲
墨
鳥
晶
．
黛
弘
道
館
よ
り
出
版
、
遍

　
月
、
茜
洋
哲
墨
奥
研
究
の
た
め
鶴
佛
英
に
祷
糧
を
命
ぜ
ら
、
れ
、
十
　
月

　
山
ハ
凹
鐵
撚
甑
、
圭
と
し
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ビ
ム
〈
墨
に
お
い
て
ザ
イ
ン
デ
ル

　
バ
ン
ト
に
つ
い
て
研
究
す
。

大
正
書
画
（
一
九
；
輩
）
四
十
三
歳

　
一
月
五
線
、
欝
朝
。
同
封
ご
十
二
臼
、
窟
都
耳
管
大
離
文
科
大
麟
舜
授

　
に
任
ぜ
ら
れ
、
哲
肇
・
糎
勝
更
第
顧
（
西
洋
哲
縦
覧
）
講
座
を
搬
曝
す
。

　
Ψ
ハ
纒
臨
け
乗
の
墜
位
を
無
く
。
粥
U
縫
に
よ
り
大
谷
　
大
膜
（
置
八
宗
大
腿
の
昇

　
繍
し
て
窟
都
に
醇
薩
し
暴
民
の
）
に
出
講
…
す
。
麟
繭
後
、
し
ば
ら
く
九

　
太
町
川
端
に
住
蝋
し
、
後
、
遜
購
「
蟻
酸
院
画
殿
」
境
内
に
麟
居
ナ
。

大
圧
四
隼
（
一
九
一
凶
年
）
四
十
秘
鍵

　
十
・
月
＝
十
一
諜
鰭
、
歯
噛
騨
ヅ
ィ
ン
デ
ル
バ
ソ
ト
一
蹴
痢
ム
す
。
十
一
上
月
十
一
臼
、

　
次
女
繧
（
や
ナ
）
転
生
ま
る
。

詣八

@
炉
蝶
　
五
　
年
（
一
九
一
六
加
ヤ
）
　
四
－
†
六
甲
撚

　
一
月
、
｝
．
置
舞
に
於
け
る
我
の
講
師
、
史
∴
を
、
五
月
、
…
猫
海
星
懇
と
・
ノ
、

　
の
費
棄
」
一
を
、
費
文
鼎
よ
り
嵩
版
、

大
証
六
無
（
一
九
一
七
年
）
麟
ナ
七
二

　
鷲
月
、
質
ッ
ツ
ェ
談
総
嫁
年
説
念
’
曾
に
　
，
讐
ッ
ツ
ェ
の
時
代
L
膨
．
講
鱗

　
し
．
寝
た
京
郷
哲
膜
魯
鶴
八
を
代
塗
し
て
ド
ロ
ツ
ツ
皿
い
（
轡
Ψ
ハ
館
閥
行
）

　
　
　
　
韓
旗
緯
漁
騰
郵
譜

　
を
脆
し
、
…
讐
頭
に
「
P
ッ
ツ
ェ
の
更
優
位
概
」
を
賦
す
。

大
鐙
七
鎮
二
九
～
八
年
）
四
十
八
歳
　
　
　
　
，

　
n
以
後
、
主
と
し
て
デ
カ
ル
ト
及
び
カ
ン
ト
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
デ
カ

　
ル
ト
に
闘
…
す
る
瓶
繭
文
獅
鹸
踊
を
じ
早
手
研
究
し
に
前
路
表
す
。

火
羅
十
【
隼
（
一
九
ニ
設
置
）
五
十
二
歳

　
∴
カ
ン
ト
の
亭
和
蝋
㈱
一
を
改
靴
思
甑
肌
よ
り
山
田
版
、

大
箪
十
二
隼
（
　
九
二
三
年
）
五
十
三
歳

　
六
凹
月
、
ド
イ
ツ
へ
山
糊
張
。
十
二
月
締
覇
…
。

大
正
十
三
隼
（
一
九
二
四
年
〉
五
†
闘
歳

　
寮
都
市
た
東
、
匿
吉
田
近
衛
町
九
．
番
地
に
麟
を
定
む
。
四
月
、
カ
ン
ト
生

　
誕
瓢
頁
年
構
念
會
に
「
カ
ン
ト
生
艇
二
百
年
記
念
轡
に
際
し
て
」
（
胸
暫

　
墨
研
究
．
、
五
培
欝
欝
戴
）
を
講
演
し
、
ま
た
、
カ
ン
ト
に
踊
す
る
論
説

　
を
〔
、
思
熟
恥
ピ
改
浩
雪
〆
朝
鷺
鷲
聞
」
等
に
饗
．
炎
す
。

大
正
十
四
隼
2
九
二
五
年
）
五
†
五
歳

　
四
埼
、
嫡
女
し
づ
予
、
堀
健
夫
に
推
す
。
七
月
、
ひ
デ
カ
ル
ト
「
．
λ
哲
入

　
叢
競
第
一
篇
）
を
岩
山
潜
店
よ
り
出
版
。

二
十
十
五
年
〔
昭
勲
元
無
〕
（
一
九
二
六
年
∀
五
十
六
歳

　
大
査
兼
期
よ
り
昭
和
初
期
に
わ
た
り
病
床
に
親
し
む
、

昭
灘
四
隼
（
一
九
二
九
年
）
五
十
九
歳

　
三
月
、
，
　
、
儒
十
九
世
紀
の
備
隅
哲
繰
」
を
冊
．
交
化
大
勝
御
惚
λ
王
瑚
穣

　
闘
萬
販
部
碍
）
第
幸
四
省
に
獲
嚢
、

紹
　
嘉
脚
　
山
ハ
　
露
・
み
一
九
一
二
一
年
）
　
ゐ
ハ
十
一
媒
城

　
…
識
月
＝
牽
臼
、
窟
灘
帝
鰹
大
観
丈
面
部
を
惇
無
魁
職
、
当
月
二
十
翫
薦
、

　
簡
轟
く
無
名
ロ
審
訊
擾
の
痢
一
丸
四
を
岬
汽
く
。
同
月
、
酬
朝
・
氷
博
十
…
澱
暦
湘
脚
（
芯
哲
題
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
蹴



10e，

鴛
墜
耕
究
　
嬉
隔
日
十
一
號

　
鍮
文
理
論
（
三
二
点
滋
等
編
）
、
岩
波
潜
贋
よ
り
出
叛
さ
る
。
こ
の
年
よ

　
り
大
谷
大
離
卑
任
数
擾
と
な
り
、
傍
ら
東
京
、
塒
鳥
爾
層
理
讐
大
墨
に

　
職
圏
に
お
た
り
濱
講
す
。

昭
纐
七
・
八
奪
二
九
薫
ニ
ニ
ニ
年
〉
六
幸
二
・
三
歳

　
「
西
洋
哲
縦
史
概
澱
第
二
部
（
近
世
蘭
期
ご
を
岩
聾
講
痙
巴
，
哲
學
一
中
に

　
欝
爽
。

昭
瀦
十
一
無
（
一
九
三
六
隼
）
六
十
六
歳

　
三
月
、
e
デ
カ
ル
ト
省
察
飾
鴛
（
大
思
想
丈
庫
）
を
岩
波
湾
…
店
よ
り
虚
版
。

　
こ
れ
よ
り
勲
年
闘
、
ギ
リ
シ
ャ
轡
雛
と
く
に
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ

　
レ
ス
研
究
に
カ
を
注
ぐ
。

　
　
　
　

曜
騨
遣
悶
同
年
《
一
九
瓢
一
濡
ル
年
）
　
六
十
九
幅
威

　
六
月
、
次
女
丁
子
、
踊
口
健
次
に
嫁
ぐ
。

昭
和
十
丑
隼
（
一
九
臨
○
年
）
七
十
歳

　
十
月
、
畏
男
搬
一
鄭
、
關
η
鯉
霧
長
女
領
子
と
結
婚
す
。

曜
和
十
七
隼
遵
（
一
九
四
二
舷
↓
七
ヤ
ニ
歳

　
十
月
、
実
着
陽
二
郎
、
秋
田
彌
之
助
照
女
葵
年
予
と
結
嬬
ナ
。
十
二
月
、

　
「
ル
ソ
｝
爪
｛
鰻
」
を
町
大
谷
騒
副
馬
』
に
…
縛
糟
衣
。

昭
和
十
九
隼
（
一
九
四
四
年
）
七
十
四
歳

　
大
谷
大
離
骸
擬
を
辮
す
。

昭
釈
二
十
年
目
一
九
四
筑
州
）
七
†
五
歳

　
八
月
十
五
磁
終
職
以
後
は
、
導
ら
「
澗
洋
近
世
哲
鑓
史
し
の
完
戒
と
門
近

　
世
に
於
け
る
我
の
肖
棘
㌦
史
湘
銑
カ
ン
ト
の
李
勲
論
」
　
の
故
訂
に
カ
を
注

　
ぐ
。

昭
瀦
ド
ニ
軍
資
一
隼
（
一
九
四
轟
ハ
似
ヤ
）
　
七
十
∴
ハ
歳

瞬
○
画
ハ

　
鴎
簿
、
大
谷
大
鐵
の
懇
蒲
に
よ
り
、
醇
び
出
講
。
七
月
、
新
版

　
に
於
け
る
我
の
跨
鴨
吏
一
を
悔
文
館
よ
り
出
版
．

昭
憩
二
牽
＝
年
く
囲
九
四
七
年
）
七
十
七
蹴

　
｝
二
月
、
新
版
鰐
、
カ
ン
ト
の
ギ
和
論
緬
を
鹸
濃
歳
よ
。
野
営
。

　
め
大
谷
大
學
を
熾
す
。

昭
瀦
二
十
三
隼
（
一
九
四
八
年
）
七
十
八
歳

　
七
月
、

　
九
月
、
墨
継
懸
路
員
就
侮
。
十
漏
、

　
ン
ト
●
賢
ツ
ツ
ェ
臨
を
駒
紳
㎎
謎
房
よ
り
田
山
版
。

紹
和
二
十
四
隼
（
一
九
四
九
年
）
七
十
九
歳

…、

ﾟ
世

老
灘
の
た

改
訂
版
塑
近
世
に
於
け
る
我
の
肖
騰
史
一
を
費
文
館
よ
り
嵩
版
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞥
哲
腿
史
乱
脈
小
蹴
㎜
・
ー
ル
ソ
ー
・
カ

　
八
月
、
長
年
に
わ
た
っ
て
推
蔽
せ
る
煮
藷
の
一
邦
を
剛
．
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　
及
び
先
禽
ソ
ト
の
哲
隅
…
潅
搬
鉱
煙
。
史
蟷
二
鋤
一
と
し
て
岩
禰
習
店
よ

　
り
綴
版
。
九
月
、
「
一
般
留
筆
史
」
を
馴
、
哲
糧
研
究
入
門
島
ハ
小
贋
川
欝

　
房
朔
行
）
に
獲
表
。

昭
瓢
二
　
五
隼
（
　
九
五
〇
年
）
八
十
歳

　
一
月
、
決
奄
艮
町
㎡
μ
批
↑
に
於
げ
る
我
の
犠
膵
叩
・
面
識
を
霧
斜
度
ハ
驚
及
び
小
山
　

　
懲
店
…
よ
り
轟
版
。
二
月
、
晒
訂
黍
『
カ
ン
ト
の
津
和
脇
醐
一
を
人
文
霞
林

　
　
斗
・
丈
O

　
よ
り
ま
琵

紹｝

a
二
・
ヤ
鵡
ハ
盆
丁
（
一
九
五
一
年
）

　
夏
よ
り
．
角
日
川
轟
叉
庸
酬
に
憾
め
る
た
め
兜
カ
ン
ト
の
瓢
煮
朝
臨
緬
謡
｝
凝
U
艇
巾
八

　
駒
小
愚
一
の
最
後
の
改
∬
に
從
凝
し
、
前
者
を
終
へ
、
導
者
を
改
修
巾
、

　
九
月
十
八
R
午
後
照
欝
三
十
労
、
老
衰
の
た
め
犠
宅
に
て
壷
寵
す
。
二

　
士
百
、
難
舞
。
二
十
鋸
臼
午
縫
二
時
よ
り
、
爆
土
眞
宗
大
谷
振
圃
崎
溺

　
院
（
岡
崎
御
紡
）
に
お
い
て
、
頭
叢
一
並
び
に
告
溺
式
を
行
ふ
。



院
號
法
名
、
澄
豪
院
綴
信
慧
。
三
年
八
十
歳
七
ヴ
月
。

圃
年
十
月
．
．
六
帰
執
肇
の
「
宵
人
秘
苦
光
明
必
盛
大
…
西
田
樺
圭
θ

港
」
、
門
瀬
田
幾
毎
郷
燈
集
一
附
鑛
露
に
鵡
載
ン
．
」
る
。
ヤ
ニ
月
、
　
．
全
人
、
一

消岨

竝ﾟ

j
。
罵
脳
謝
9
二
十
・
七
年
四
月
、
轟
叉
庫
版
門
、
Ψ
泓
継
ド
に
お
け
る
我
の
霞
贔
覚

史
↓
角
川
慾
店
此
節
。
九
月
、
凹
哲
膜
観
究
一
弛
悼
號
。

　
　
附
　
託

　
こ
の
「
略
撮
・
短
醐
」
は
、
ホ
ハ
る
三
同
戸
、
角
川
山
久
需
肺
，
版
門
．
近
帯
け
に
お
け
る

我
の
置
畳
豊
の
た
め
に
作
製
し
益
，
年
諮
じ
か
ら
、
同
店
編
輯
部
の

希
望
も
あ
っ
て
一
般
譲
煮
の
な
め
に
挿
入
し
た
事
項
（
一
般
庚
及
び
京

火
入
事
等
に
下
す
る
）
を
鯛
除
し
、
斜
ら
た
に
先
癒
の
御
家
族
、
御
舵

居
等
に
閥
す
る
事
項
を
櫓
補
し
た
も
の
で
あ
る
O
趣
へ
料
は
先
生
の
署
作
、

漁
阿
簡
（
作
者
宛
〉
、
　
郷
直
話
並
び
に
秀
子
令
夫
人
及
び
御
長
男
振
一
郎

氏
の
談
話
興
他
儀
京
二
丈
學
部
三
十
凋
年
硬
㌔
等
の
編
纂
物
で
あ
る
。
兜

庶
の
「
凹
記
」
典
他
の
資
料
に
も
と
づ
き
、
糖
確
．
矯
密
な
「
年
諮
し

が
㎝
臼
も
早
く
完
戒
さ
れ
る
こ
と
を
羅
っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
聾
…
・
八
・
三
一
、
　
三
井
）

京
都
雨
燕
會
公
開
講
演
會
豫
告

讐
　
十
一
月
十
五
霞
（
土
）
午
後
一
鋳
牟

縫
　
京
都
大
畢
交
穆
部
第
入
敢
室

自
生
的
見
地
よ
り
み
釣
る
親
知
魯
〃
空
間
の
聞
題

京
都
大
學
助
教
授
　
園
　
原
　
太
　
郎
　
氏

虻田

A
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
に
趨
る
人
闘
一
論
の
織
田
押
脚

’

九
州
大
學
敷
奴
長
澤
信
壽
氏
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朝
永
織
鳶
略
年
譜

一
〇
七


